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サービス分類：生活習慣病予防、ロコモ予防、認知症予防、メンタルヘルス

■対象顧客層 元気 要支援

■サービス事業名 出張陶芸による認知症予防事業サービス

■概要

■主な利⽤者とQOL向上のポイント
・ 利⽤者のプロフィール 高齢者福祉施設・障害者施設・地域のプラチナ世代

＜高齢者福祉施設・障害者施設＞

・ QOL改善・向上のポイント からだのリハビリ・認知症予防・うつ症状の改善
集中⼒の向上・ストレス解消、⾝体機能の回復、達成感の獲得が期待できます。

・陶芸療法⼠（⽇本陶芸療法⼠協会認定）が陶芸教室を開催。

・高齢者福祉施設、障害者施設での放課後ディサービスへの出張陶芸教室
⇒陶芸を身近に体験し手足、頭を動かすことにより予防、改善へ繋げます。

・プラチナ世代（65歳〜74歳）の方への出張陶芸教室
⇒陶芸を軸にコミュニティが広がり地域活性化、健康⻑寿へ

＜地域のプラチナ世代＞

認知症の予防〜脳機能の維持・改善。
高齢の方々の自信、意欲、誇り、生きがいを引き出す
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■サービスが生まれた背景

■今後の展開
・対象エリアを拡大しつつ、顧客同士のコミュニティも目指す、 地域との連携、ネットワーク構築

・サービス提供で得た知⾒を活かし、メニューの充実、エリア拡大を図る

・地域との連携を更に強化し、より多くの高齢者のニーズに効果的に応える工夫を強化し、収益改善

■サービス提供に関する独自の取組・工夫
・御客様一人ひとりに合ったサービス内容・提供方法を提案

・アクティブシニアをワーカーとして募る
・利⽤しやすい価格設定 1500円/一人 ５名〜３０名までの場合

・あまり運動していなかった高齢な方でも安⼼して利⽤できるように配慮

・サービスの資格認定者が対応

・ 日常に使う陶器から工芸品としての陶器などを本業として製作・販売しつつ、

ご高齢者が好きな場所で安心して暮らしていただく為のサービスを開始。

・一般社団法人 ⽇本陶芸療法⼠協会が創⽴、本格的にサービスとして確⽴

しつつある。
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一般社団法人

日本陶芸療法士協会

伝統工芸の一つである陶芸は、全身から指の先まで神経を集中して動かすことで、形のな
い粘土から一つの作品を完成させます。楽しみながら自然と体を動かす、ルールに囚われ
ず無限の自己表現ができる、これらは、陶芸ならではの究極のリラクゼーションです。

また、幼児から高齢者まで、すべての人に対して提供できるコミュニケーションの場となりま
す。それは 1 万年前から続いてきた「人と土の絆」のおかげかもしれません。

陶芸が心と体に良いことは科学的な見地からも実証されており、今後は福祉施設のみなら
ず学校や企業等からの需要も増加していくと考えております。

日本陶芸療法士協会は、これらの需要の期待に応えるべく設立されました。より多くの方に
陶芸を「楽しく」「正しく」「安全に」行っていただくために、「陶芸療法士」の認定・育成を行っ
てまいります。

陶芸療法士認定者数 ： １００人

協会契約施設数 : 約５０件
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一般社団法人
日本陶芸療法士協会が認定した陶芸療法士

滋賀県で初めて陶芸療法士の資格を取得

湖西焼 圓工房 圓口 功治 （まるぐち こうじ）

一般社団法人
日本陶芸療法士協会が認定

焼成本舗 大津店
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１. 高齢者福祉施設・デイサービス
出張陶芸教室

２. 放課後等デイサービス
障害者支援への取り組み

３. プラチナ世代の⽅への健康⻑寿
コミュニティービジネス

■サービス内容
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出張陶芸教室を地域の皆様知っていただき
福祉施設の新たな健康サービスに利⽤ください。

⾳楽療法の曲（５２８Ｈz）聞きながら手を動かし楽しく
認知症予防・心と体を整えます。

男性の利⽤者様にも人気がありリハビリにも最適！！

１． 高齢者福祉施設・福祉サービスでの
出張陶芸教室

一般社団法人

日本陶芸療法士協会が認定した陶芸療法士が教えます。
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出張陶芸教室
デイサービスえんがわ
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出張陶芸教室
花友いちはら・陶芸サークル
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出張陶芸教室
花友いちはら・陶芸サークル
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花友いちはら
陶芸サークル作品
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２． 放課後等デイサービス
障害者支援への取り組み

・ 陶芸を通じて、子どもの時からものづくりの楽しさを
知ってもらう活動

・ 『 遊びから学び職につなげる 』
をテーマに地域活性化

・ 伝統産業に必ず必要になる人材育成をする活動

湖⻄地域に⼯芸品製作専⾨の作業所施設計画
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滋賀 放課後等デイサービス
ここ・チャット
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圓工房ろくろ体験
ここ・チャット
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圓工房ろくろ体験
ここ・チャット
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子ども達の作品
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３. プラチナ世代の⽅への健康⻑寿
コニュニティービジネス

地域のプラチナ世代の方へ
認知症の予防〜脳機能の維持・改善。

自信、意欲、誇り、生きがいを引き出す活動サポート

地域活性化へ貢献：

今後の展開
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人が減少していく地域ではなく、
人が増加していくよい地域に！！

『健康⻑寿』
『食育』
『文化芸術』

日本のものづくりを
プラチナ世代（６５歳〜７４歳）の⽅へ

圓工房では、これから光輝く元気な世代として

プラチナ世代（６５歳〜７４歳）と呼ばせていただきます。
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湖⻄焼 圓工房はとても小さな事業者です

皆様のサポート協⼒・⽀援を求めます。

出張陶芸教室はこれからの入り口づくりに
器づくりも⼤切に

滋賀、湖⻄地域にはメリットがあります。

・琵琶湖のながめがいい
・自然がいっぱい
・物価も安い
・人柄がいい

陶芸を軸にしたコミュニティビジネスをしたい。
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0～14歳
4.86(14%)

15～64歳
20.88(61%)

65～74歳
4.6万人

(14%)

75歳以上

3.85(11%)

大津市人口（３４．２万人）比率
年齢（３区分），男女別人口－総人口（平成28年4月１日現在）

（単位万人）

0～14歳
20.7(15%)

15～64歳
87.7(62%)

65～74歳
17.6万人

(12%)

75歳以上
15.6(11%)

滋賀県人口(１４１．６万人）比率
年齢（３区分），男女別人口－総人口（平成26年10月１日現在）

（単位万人）

プラチナ世代 （ ６５歳〜７４歳 ） の元気な世代

滋賀県では１７．６万人 大津市では４．６万人

年齢層別免許保有者数 滋賀県１６万１９０１人 ４８．５％
大津市 ３万６００８人 ４２．５％

（注）平成24年12月末現在の本県電算集計による。
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プラチナ世代（６５歳〜７４歳）の⽅への
健康陶芸サポート

陶芸療法⼠の資格を取得を推進

作品焼成サポート 出張陶芸教室の
講習サポート

地域の居場所づくり
ほっこり、陶芸サポート

シャッター
商店街利⽤

自治会館
利⽤

⽼⼈福祉施設利⽤

陶芸道具
リース

定期的に
研修

作品配送

陶芸用
電気窯に
て焼成

圓工房
陶芸コンサルティング

福祉サービスの利⽤をしていない
元気な世代の方への期待！！

圓工房にしかできない
モデルケースを作り上げプラチナ世代の方へ

元気な人生を！！
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伝統産業を守るには、手づくりをする人を増やす
必要があります。

・伝統技術を継承し活躍している人は減少しています。

・家族経営の窯元では一人でもいなくなると経営維持できず廃業を
余儀なくされることがおきています。
伝統産業の衰退の原因のひとつ。

器づくりはもちろん、⼈づくりも⼤切にしています。

・伝統産業の新たな道 ・人と人とをつなぐ障害者の方へ

・今やらなきゃいけない ・つくり手育成・場所づくり


